
Ⅰ　基本情報

２　指定管理者

名称 北のふるさとＮグループ（マルミプラス㈱、㈱集楽園）

指定期間 平成31年4月1日～令和6年3月31日

募集方法
公募

非公募の場合、その理由：

公園面積 ①487,941㎡　②34,000㎡　③66,023㎡

指定単位

施設数：3

複数施設を一括指定の場合、その理由：①公園管理事務所を有しない公園と有する公園をグ
ループ化し、公園管理上の支障をなくす。②公園管理上の経費及び効率化（環境負荷の低減等）
の面から、比較的近接している公園をグループ化した。

業務の範囲 公園、緑地維持管理業務、有料公園施設の管理運営（パークゴルフ場、テニスコート、野球場）

３　評価単位
施設数：3

複数施設を一括評価の場合、その理由 ： 同一の指定管理者で維持管理しているため。

指定管理者評価シート

事業名 公園管理費 所管課（電話番号）東区土木部維持管理課（781-3521）

１　施設の概要

目的 公園、緑地の魅力、特性を生かし、利用価値を高めること。

事業概要 丘珠空港緑地、美香保公園、伏古公園の維持管理及び運営

主要施設 ①パークゴルフ場　②テニスコート　③テニスコート、野球場　

名称
①丘珠空港緑地
②美香保公園
③伏古公園

所在地
①東区丘珠町230-1ほか
②東区北20条東4～5丁目
③東区伏古1条2丁目

告示年月日
①平成19年3月30日　②昭和32年3月
23日　③昭和54年3月12日

公園種別 ①都市緑地　②地区公園　③地区公園
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Ⅱ　令和2年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼　以下の①②を満たすことが大切であると考え取
り組みました。
①受付業務や利用許可等にあたって不当な差別的
取扱を行わず、あらゆる人々に公平・平等な業務を
行うこと。
②特定の人々、特に、障がい者、高齢者、外国人等
にとって施設を利用しづらい環境であれば、できる限
り改善し、形式的ではなく、実質的な平等利用ができ
るように接遇、応対の品質を確保することを常に意
識し業務を行いました。スタッフの少人数によるOJT
研修等を通じ意識を高めることにより適切な応対が
できるようになりました。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼　ＩＳＯ14001水準での環境対策を行いました。
伏古公園で発生する刈草、落葉、剪定枝をたい肥化
し緑のリサイクルの一環として活用し落ち葉集積ピッ
トを拡張してリサイクルの輪を広げている。また、美
香保公園では本年も継続し8年目の緑のリサイクル
（タヒロンバッグ）を行いました。
▼　美香保公園でも発生する草刈等用の集積ピット
を設け2年になりました。
▼　丘珠空港緑地での公園灯の深夜の減灯をH27
年度より継続しており、電気使用量の削減がされて
いました。
▼　代表企業であるマルミプラスはさっぽろエコメン
バ-レベル３の登録事業者です。（2015.6.29より）　ま
た生物多様性さっぽろ応援宣言企業となりました。
（2016.4.28）宣言登録　本年度もイベントに生かすべ
く市内の他の公園にスタッフを派遣し視察を行いまし
た。
▼　代表企業であるマルミプラスはさっぽろまちづくり
スマイル認定企業です。2020.3.20に認定され本年度
も更新されました。今後も地域に密着した環境活動
やまちづくり活動に励みます。

・ISO14001に基づき
活動し十分に環境
への配慮ができまし
た。
　ごみの減量に対し
ても草刈・落葉の堆
肥化、LED照明の
順次取り入れ、公園
内の深夜減灯等に
より意識の向上が
図られました。
　生物多様性応援
企業として資材調
達等においてできる
ことを画策しまし
た。
　また腐葉土の一
部を市民農園を利
用する希望者の
方々に配布しまし
た。

　環境配慮の推進
に努めている。腐
葉土の堆肥化に
よるごみの削減や
配布についても今
後進めてほしい。

項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管理
業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▼　丘珠空港緑地等の管理運営に当たり以下の7つ
の基本方針を継続して策定しました。
①市民の皆さんに東区の豊かな自然に触れる機会
を提供します。
② 市民の皆さんの健康づくりや交流促進につながる
管理運営を行います。
③ お客様視点に立ったサービスの向上に取り組み
ます。
④ 環境に配慮した管理運営を行います。
⑤　安全・安心の確保を最優先した管理運営を行い
ます。
⑥ 市民との協働による管理運営を行います。
⑦ 公の施設としての使命を果たす管理運営を行い
ます。

・基本方針に則り、
公園の利用促進を
図る為に運営協議
会での意見、要望、
公園利用者の要望
を踏まえ、東区の特
性を生かした公園を
目指し、各公園、緑
地の利用状況、立
地等の特徴を把握
し管理・サービスの
向上を図ることがで
きました。

・利用者の意見、要
望を傾聴しつつ、定
期的に接遇講習会
を実施しています。
常にあらゆる場面
においても特定の
利用者を差別する
ことなく公平・平等
を意識し思いやりを
もった対応ができま
した。

運営等に関する
方針や各種業務
の遂行にかかる
取組・対策はおお
むね良好だった。
今後も地域団体
や関係機関と連
絡を密接にして業
務を遂行してほし
い。

　公園利用者から
の苦情・要望につ
いては適切に対
応している。
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丘珠パークゴルフ場　連絡協議会

＜協議会メンバー＞

H27.4.1 R3.3.31

例年オープン前に開催していますが新型コロナ感染
予防のため開催中止とし、適宜メンバーから聞き取
りの形に変えました。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▼　施設長（1）・副施設長（1）のもと、企画担当（１）、
受付担当（6）、維持管理担当（5）の維持管理作業担
当（6）を配置するほか、必要に応じて、清掃・警備等
のスタッフを外部委託等により配置しました。
運営アドバイザーとして市内在住の樹木医に委嘱し
植物管理、危険木管理を実施しました。
▼　緊急時の連絡系統及び、その他の対応について
も連絡網を基に、対応についてスタッフの研修会を
開催し事故、火災発生及び、不審者対応、遺失物、
迷子、認知症徘徊者などの対応について周知し運営
にあたりました。

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▼　例年、年度当初に市から講師を招き指定管理者講
習会を開催していますが本年度については「感染症防
止マニュアル」を個別配布し各事務所毎に説明会を行
いました。また札幌中小企業建設業協会主催のAED操
作等普通救命講習に3名受講させ各職場に従事する
職員の資質の向上を図りました。
▼　作業手順書を利用し作業開始前にはミーティング
等を行い情報の共有を図り、利用者優先での安全作
業、利用者が求めるサービスに努めました。また伏古
公園においては、防犯上樹木密集地帯での間引き作
業を継続し行った結果、見通しが良くなり子ども達が安
心して遊べると好評でした。

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

以下の業務に関して委託先を決定し適正に履行され
ているか確認指導を行い、安全管理についての協力
を求めました。

遊具等点検業務 H30.4.10 R2.8.31

夜間警備（管理事務所） H27.4.25 R2.11.11

トイレ点検・清掃業務

駐車場門扉開閉他 H30.4.11 R2.11.30

有料施設料金収納代行事務 H27.4.1 R3.3.31

・職員・作業員等ス
タッフに対して、新
型コロナに配慮する
形で管理運営の少
人数毎に教育訓練
を行いレベルの向
上を図り計画通りに
実施できました。

新型コロナに配慮
した研修会等によ
り各施設の管理
状況は良好に保
たれている。

研修会、ミーティン
グ等などで情報を
共有化し利用者優
先を念頭におきな
がら職員の安全作
業にも心掛け管理
の向上に努めまし
た。

利用者と従事者
の安全確保や快
適性の維持向上
に努力している。

・委託業務の管理
については、業務の
適正確保から履行
確認まで問題なく実
施できました。

適正に履行され管
理運営水準を満
たしている。

・パークゴルフ同好
会会長等にコース
整備状況の確認や
大会について検証
し、利用者にとって
親しまれることを念
頭に聞き取り調査を
行い反映させまし
た。

関係団体と確認し
ながら適切な調整
が行われている。

公園灯等点検業務 H29.4.1 R3.3.31

東区年輪の会　　　　　会長
伏古パークゴルフ同好会　会長
丘珠連合町内会　役員
指定管理者               施設長以下3名

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）
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丘珠空港緑地等　維持管理業務運営協議会

・苦情・要望につい
ては、その都度情
報共有し丁寧な対
応ができました。

苦情や要望に対し
て、迅速かつ適切
に対応している。

・記録・モニタリン
グ・報告・評価を適
切に実施しスタッフ
と情報共有すること
によって管理運営
の向上を図ることが
できました。

記録・モニタリン
グ・報告・評価は
適切に実施し、利
用者のニーズに
反映されている。

①当公園・緑地の業務仕様書に定めのある記
録書類は、集計・整理後札幌市に速やかに提
出し、また定めのとおり保管しました。

②利用者の意見・要望を取得し、その結果から
利用の傾向や利用者のニーズを捉え、それらを
当公園の管理運営に反映させました。

③報告事項に関しては、スタッフに周知するとと
もに、コンソーシアムの共有情報として認識し、
組織としての改善に繋げました。

④モニタリングの結果を分析し、計画や目標に
対して乖離がある場合や、計画自体の構築に
対して是正を要する場合には改善を行い、継続
的な管理の質の向上に努めました。

④ 適正経理・帳票類の整備

⑤ 経費支出等に関する決裁規定の整備

⑥ 監査担当を設置し、定期的に監査の実施

▽　要望・苦情対応

▼　個々に受けた苦情、要望は公園ごとに記録し、
ミーティング時にスタッフ全員が共有できる体制をと
り運営の改善に役立てています。また急を要するも
のについては連絡網を活用し至急対応しました。苦
情、要望を分析し対応策を本社と協議し、解決に当
たり、当グループでの解決が難しい案件について
は、東区土木部と協議することとしています。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▼　現金等取扱規定に基づいた運用を行うことによ
り、不祥事や事故を未然防止しました。
　また、万一、事故や不祥事が発生した場合には、
すぐに札幌市に報告するとともに、本社内に対策委
員会を設け、原因究明や再発防止策を検討・実行す
ることとしています。

① 現金取扱体制の整備

② 複数体制での現金チェック

③ 利用料金を安全・確実に保管

開催月日 協議・報告内容

3月25日
（東区土木セ
ンター）

・管理運営方針
・管理業務の実施状況
・施設管理運営報告、情報の共有
・利用者からの意見等報告
・自主事業報告

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

・現金等取扱規定
等に基づき執行しま
した。
今後とも適正な執
行に努めていきま
す。

資金管理、現金管
理共に適正に管
理されています。

・管理運営に関する
業務報告及び今後
の改善点や課題等
について情報共有
をしました。意見等
は今後に反映して
いきます。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　関係法令（労働基準法・労働安全衛生法・労働
契約法・雇用保険法・育児休業法・介護保険法・最
低賃金法・厚生年金法・健康保険法・中小企業退職
金共済法等）の遵守はもとより就業規則、給与規定
等についても法令に基づき整備しています。
▼　第三者委託により実施している業務(遊具点検、
駐車場門扉開閉、トイレ清掃等）　について、受託者
に当該業務従事者の賃金調査等の労働環境に関す
る情報提供を求めました。
▼雇用環境の維持向上に関する取り組みとして
・正規職員の給与の増額
・代表企業であるマルミプラスはワーク・ライフバラン
ス取組企業認定（ステップ3）H27.12.2認定されていま
す。
・社員の休暇取得率向上のため交代で休暇を取得
できる様に情報の共有を図り、特に指定管理業務と
除雪業務の間の期間（11～12月）に交代で3～5日程
度の休暇の取得を促しています。
・育児・介護休業法に定められた両立支援制度に取
り組んでいます。
・働き方改革による年5日間の有給義務化の実施。
・資格取得についても奨励しており、取得した際には
資格手当を支給しています。
・毎年度の採用時に面接試験・適性検査等を行い、
労使間の誤解、ミスマッチを低減するように改善しま
した。
・就業規則をスタッフの手に取れるところに保管し、
互いに誤解のないように努めています。
・コロナ禍の休業期間中においても受付職員の雇用
の確保を図りました。

関係法令は遵守
され良好に管理さ
れている。また、
職員の雇用環境
の向上についても
積極的に取り組ん
でいる姿勢が認め
られる。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

　作業計画に基づ
き、良好に維持管
理しており、利用
者への安全を第
一に考え業務を実
施していた。
　また、天候等も
考慮し作業計画を
たてるなど、臨機
応変に対応してい
た。

▼　利用者の安全については、セーフティーコーンや
幟による作業範囲の明示また作業看板の設置によ
り周知を図り、草刈等の危険な作業箇所について
は、飛散防止対策をして利用者の安全を図りまし
た。
▼　新規採用者は普通救命講習を受講し事故等に
備えスタッフ全員が緊急連絡カードを携帯しました。
また定期的に受講更新し実践的なものとしました。
▼　高齢社会に備えて、認知症サポート養成講座資
料を基に管理者からスタッフ全員に説明会を開きま
した。
▼　損害賠償保険は、計画通り加入しレクレーション
保険等にも随時加入しましたが、自主事業減分は清
算しました。
▼　パークゴルフ場では年配者が多い為、熱中症の
防止を図る為、日よけ休憩所の設置、ドライミストの
設置、猛暑時には受付にて水分補給の声かけ、塩
飴の配布を行いました。
▼　丘珠空港緑地内の自転車の乗入に関して、4年
前から近隣高校への周知と苦情対応が続きました
が東区土木部による自転車進入不可ゲート等の導
入効果により乗入台数が減少しています。更なる減
少を目指し本年も始業式前に近隣高校へ訪問し協
力の依頼をしたところ理解を得られました。
▼　カラスの威嚇が激しい時には、職員が公園利用
者にマニュアルを配布説明し危害が発生しないよう
に安心安全に心がけました。
▼　危険木の調査を行い東区と協議後、伐採しまし
た。
▼　当公園で作成しているハザードマップ、過去の作
業や他公園を含むヒヤリ・ハット事例集を活用して安
全意識を徹底させ、事故等の予防・未然防止に努め
ました。

（２）労働関係
法令遵守、雇
用環境維持
向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上
・関係法令の遵守
には力を入れており
良好な労使関係を
築いています。
社員のモチベーショ
ン・能力の向上、継
続的な優秀な人材
の確保については
一層の努力が必要
と考えています。新
入社員も含め今後
は働き方改革や若
い世代へのアピー
ルを含め努力して
います。
また、コロナ禍の休
業時であっても受付
職員の雇用を確保
しました。

・利用者の安全につ
いては万全を期し、
従業員に対しても
ミーティング等で、
日々注意喚起（熱
中症、新型コロナ感
染予防対策など）を
行ってきたことによ
り、事故なく終了で
きました。今後も利
用者の安全確保に
努め、維持管理を
行います。また前年
度の反省を踏まえ
時期を逸することな
く作業を実施してい
きます。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ（4）事業の計
画・実施業務

▽　AED普及啓発事業

▼　伏古公園管理事務所と丘珠空港緑地ＰＧ場受付
棟にＡＥＤを設置し応急手当協力施設の証を札幌市
東消防署からいただいており、さっぽろ救急サポー
ターとして活動しました。公園スタッフを含め20名以
上の普通救命講習受講修了者が在籍しています。
(新規のスタッフと受講後4年を経過した者が定期的
に受講しています。）

・AEDを設置しオー
プン準備に備えまし
た。

・チャリティー園芸
は中止となりました
が、毎年購入される
利用者からの要望
もあり職員の持つノ
ウハウや入手した
資料を希望者に配
付しました。サービ
ス向上と地域の
方々との交流がで
きています。

　各業務・事業の
代替措置を実施し
常に市民サービス
の向上に努めて
いた。

▽　園芸に関する相談業務

▼　例年、春のチャリティー園芸市において、苗木、
花苗等の原価販売を行い、その際にグリーンアドバ
イザーによる植栽助言や指導サービスを行っていま
したが新型コロナ感染予防のため中止としました。
代替措置として伏古管理事務所、丘珠PG事務所に
植苗の方法や育て方等の資料を置き希望者に持ち
帰っていただきました。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　通常業務については、計画書以上の園内清掃、
草刈、トイレ清掃等を行った結果、いたずら、ごみの
放置、不法投棄が減少しました。
▼　施設の維持管理について、随時点検、修繕を行
い公園施設の品質向上に努めました。
▼　駐車場での車上狙いについて利用者に注意喚
起することで事故防止ができました。
▼　冬囲いや剪定等の樹木の適正管理はもとより、
秋口の台風シーズンの倒木に備え枯損木の撤去や
高所作業車両による越境枝、園路灯・視界を遮蔽し
つつある枝の剪定を行いました。
▼　公園・緑地の清潔さと美観の維持は利用者や近
隣住民・各種団体の協力を得ながら維持していくこと
を目標に、多くの方に理解をしていただき、管理コス
トの縮減と公園・緑地に対する愛着心の醸成を図り
ました。

▽　防災

▼　危機管理対策・対応を、「予防・未然防止対策」、
「初動処置・対応」、「再発防止・対応改善対策」の3
段階に分け、各段階において個別具体の対策を行
いました。
「予防・未然防止対策」として、公園内及び周辺地域
で想定される様々な事故・災害を未然に察知し予防
対策を施した。危機が発生した際には「初動処置・対
応」により、迅速かつ的確に対応することによって被
害を最小限にとどめ、事後対応にあたる。「再発防
止・対応改善対策」においては、課題・改善点を抽出
し、以降の「予防・未然防止対策」に繋げることによ
り、公園利用者と地域住民の安全・安心を確保する
よう努めました。
▼　伏古公園、丘珠空港緑地にAEDを設置、園内に
設置案内を継続掲示しました。
▼　豪雨・湧水が想定される場合は事前にU字溝、
桝などの清掃を行うと共に丘珠空港緑地では、冠水
に備え水中ポンプ等を準備し排水に備えました。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

24 23

▽　利用促進の取組

パーク
ゴルフ場

件数(件)

人数(人） 31,317 31,630 24,140

野球場

件数(件) 319 323 307

人数(人）

コロナ禍の影響下
で減少したものの
利用者への配慮
が行き届いてるの
は評価できる。今
後も状況を見極め
ながら稼働率増に
繋げるよう期待し
たい。

美香保
庭球場

件数(件) 2,046 2,066 1,921

人数(人）

稼働率(％)

稼働率(％) 43 42

38 36

稼働率(％)

承認 0件、取消し0 件、減免26件、還付 485件

▽　地域の交通安全に関する情報収集及び提供業務

▼　東警察署から届いた、交通ヒヤリ・ハット地図をＰ
Ｇ場受付棟内に掲示し、事故多発地帯等の情報を提
供し、利用者が安全に来場できる様にしました。（継
続業務）

（5）施設利用
に関する業
務

▽　利用件数等

R1実績 R2計画 R2実績

稼働率(％)

伏古
庭球場

件数(件) 2,041 2,061 2,028

人数(人）

▽　公園利用に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

▼　幼稚園、小学校などの遠足、運動会などの利用
に関し、過去の利用状況を把握し3月末から4月にか
けて当グループから情報発信し、各利用者の年間予
定の作成に便宜を図りました。（継続実施事項）
　毎年、行われている私立中学校の清掃ボランティ
アの受け入れは中止としましたが、3年生授業の中
で職業体験談として”誰かが街を汚すこと、その清掃
に労力（お金）がかかること”　を話してもらっていま
す。

　新型コロナ感染防
止対策をしっかり行
ないながら昨年同
様広報活動に力を
入れて運営しました
が、やはり影響を受
け庭球場・野球場
の件数や稼働率が
減となりました。ま
たパークゴルフ場に
ついても東区内の
同好会大会等に感
染予防の声掛けを
したところ利用者人
数が減となりまし
た。今後も社会状況
を見極めながら利
用者の安全・安心を
念頭におき集客活
動に取り組んでいき
ます。

　施設利用に関して新型コロナ感染防止対策をの協
力を求めつつ昨年同様HPによる各施設の紹介と
サッポロスマイル等へのリンクを行いました。また丘
珠PGにおいても他施設との共通回数券やサービス
券の発行を行いました。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　連合町内会等と
コミュニティーが積
極的に図られ信
頼関係が構築さ
れている。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▼　「北のふるさと」ホームページのさらなる充実
　より見やすく、楽しんでいただけるように日々改善
し更新の頻度も上げました。また札幌市の公式観光
サイトや丘珠空港等のページ等ともリンクしていただ
き、露出を増やす工夫も行い、公園の魅力発信に結
びつけています。
　また新型コロナによる各種イベントの情報や施設
利用の注意点等の公園情報を随時配信し、利用者
の観点に立ったHPに取り組んでいます。

▼　地域コミュニティーなどとの連携
　美香保公園の連合町内会共催の「スノーキャンド
ル」や「語り部の会」などについて、町内会役員はも
とより札幌市まちづくりセンター、光星中学校、地区
児童会館等と話し合いながら新型コロナの状況下で
何ができるか、また今後の方向性等について協議を
図りました。
　なお、美香保公園の「語り部の会」は中止となりま
したが、現在でも光星中学校の授業で当時のビデオ
録画を教材として活用しており次回開催に向けても
連携を図るよう話し合いました。
　伏古公園では連合町内会青少年育委員会主催の
「こどもマラソン」では、危険のないように職員が園内
のパトロール等の協力をしました。

▼　さっぽろまちづくりスマイルの更新
　札幌市の取組とも歩調を合わせ積極的に関わり、
また当公園の取組や活動に興味を持っていただける
よう連携していくように今後も努めます。

▽　引継ぎ業務

継続指定の為、引き継ぎ業務はありません

▼　ウェブアクセシビリティの取組
　札幌市の方針に基づき、取組内容の確認や評価
等に関して取り組んでおり次年度以降は更に維持・
向上に努めていきます。

・主だった活動はコ
ロナ禍の中、計画ど
おり実施できません
でしたが、地域の
方々と話し合いの
場をもち信頼関係を
深化することができ
ました。
・HPの随時更新を
行い事業の開催・
中止の案内、また
各公園の季節の彩
りなどの紹介を載せ
広報に努めました。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　第三者に委託している業務の中、管理事務所の夜間警備（ＳＥ
ＣＯＭ）、料金収納代行業務(ウェルネット）以外は市内業者に委
託しており、その他物品等も市内での調達を継続し活性化を
図っています。

　東区の社会福祉法人で製作、生産したパン・大福の他、就労
支援施設で制作したタオル等を丘珠空港緑地PＧ場にて販売し
ており、小さいながらも”タッピーショップ丘珠支店”として微力で
すが売り上げに貢献しています。10年目を迎え、利用者の方々
に認知されており施設の売り上げに貢献しています。また障がい
者の方々のリクリエーションにＰＧ場を提供し、その際にはスロー
プレイタイムを設定し安心してプレーができるようにしています。
札幌協働福祉会の方々には継続してＰＧ場のタンポポの除草に
協力を得ています。

・スノーキャンドル（1月）  職員のみで実施

・スノーキャンドル（3月）  職員のみで実施

・パークゴルフ国際交流大会（6月）  中止

・PG大会の北のふるさと杯継続開催
　（春季中止、秋季実施）

▼　丘珠空港緑地 ---パークゴルフ場---

・共通回数券、共通ポイントカードの継続導入

・PGでのクラブ等レンタル（PG営業期間）

・園児向け除雪講習会
　（代替措置により実施）

・毎年好評の自主
事業は新型コロナ
の影響を配慮しつ
つ従来と違う形をと
り2件を代替措置を
とり実施しました。
①スノーキャンドル
は被災者を追悼し
市民の防災意識を
高めることを趣旨と
して市民に定着して
いますので途絶え
ることを懸念し職員
のみで1月と3月に
継続実施しました。
②園児向け除雪講
習会は参集せずに
代替として札幌市と
協議し除雪機の注
意を記したチラシや
ステッカー等セット
125部を東区内の認
定子ども園2施設に
寄贈したところ大変
喜ばれました。
　なお資材等の発
注においては積極
的に市内企業を活
用するとともに市内
の福祉法人の物品
の販売協力や、就
労支援施設へのPG
場のスコアカードの
印刷依頼は継続し
ています。

２　自主事業その他

▽　自主事業

▼　各公園共通 ・自動販売機の設置（利便性向上・熱中症
対策等）

　自主事業の企画
運営において、コ
ロナの影響を考慮
しつつ、施設設置
目的や各公園の
立地条件等を踏
まえ代替イベント
を実施したことは
評価出来る。
　また、市内企業
の活用や福祉施
策への配慮も確
実に行い、当該グ
ループの社会的
責任の自覚が高
かった。

▼　美香保公園 ・かけっこ教室（5月）　　　　　　　　　  中止

・地域交流花壇づくり（6月）　　　　　　中止

・かけっこ教室（5月）                       中止

・地域交流花壇づくり（6月）              中止

・幼児水遊びコーナー（7月）             中止

▼　伏古公園 ・スポーツ用具レンタル（有料施設営業期間）

・チャリティ園芸市（5月）                  中止

・園芸市（5月）                               中止

・語りべの会（8月）　　　　　　　　　　　中止

・工作教室、ペット飼育体験（8月）    中止

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

・ストラックアウトコンテスト（7月）       中止
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

利益158千円は札幌市都市緑化基金へ寄附し還元しています。

　コロナの影響も
あるが、ほぼ計画
通りの収支になっ
ており努力が認め
られる。次年度も
期待したい。

収入 110,582

指定管理費 98,600 101,240 2,640

・利用者の声には
真摯に傾聴したいと
考えており、積極的
に管理運営に反映
しつつ対応を考えて
いきます。
　また、丘珠空港緑
地の自転車走行の
対策として近隣の
高校への協力依頼
と現地パトロールの
結果、激減しており
今後とも継続してい
きます。

775

250 310

110,614 1,262

980 919

４　収支状況

▽　収支 （千円）

項目 R2計画 R2決算 差（決算-計画）

10,752 9,078

自主事業支出 1,160 ▲ 385

収入-支出 70 158 88

▲ 1,674

その他

支出 110,512 111,389

60

877

109,352

▲ 61

純利益 0 0 0

利益還元 70 158 88

法人税等 0 0 0

▽　説明

指定管理業務支出

緑地、公園内を自転車で走れたらよい。

利用者のマナーを指導をしてほしい。

いつも公園内はきれいな状態で気持ちがいい。

作業員、受付職員の対応がよく感じが良い。

自主事業収入

110,332 111,237 905

利用料金

111,547 965

指定管理業務収入

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケート　中止

実施方
法

例年9月、各公園及び各有料施設毎のアンケートは
新型コロナの影響により中止としましたが、伏古管理
事務所、丘珠PG事務所に来所される方々の主な意
見や要望は次のとおりです。

　意見・要望の満
足度が高いのは、
過去のアンケート
結果を活かし、維
持管理に反映させ
てきたためと考え
られ、評価でき
る。
また、感謝の言葉
も増えているのは
評価できる。

利用者
からの
意見・要
望

公園の駐車場を広くしてほしい。

遊具を新しくしてほしい。

・新型コロナ感染予
防対策のため4月～
5月は利用中止とな
り有料施設の利用
料金収入が計画よ
りマイナスとなりまし
た。利用中止期間
中に6月以降の利
用者のためにテニ
スコートの整備道具
やネットを新品に交
換し、また野球場外
野の裸地に張芝を
実施しました。今後
に向け利用者の満
足に繋がるよう適切
な対応に努めます。
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Ⅲ　総合評価

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

構成企業のマルミプラス㈱及び㈱集楽園の財務状況は昨年度
から大きな変化はなく、引き続き安定経営能力に問題ありませ
ん。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

・今までの管理運営の経験を踏まえ業務計画に従い
各業務を行いながら、所内のコミュ二ケーションと東区
土木部との情報の共有により効率的な維持管理作業
ができました。今期も利用者の意見や要望を取り入れ
管理運営に反映させた結果、多くの賞賛の声をいただ
いています。引き続き利用者のニーズを把握し、管理
運営に生かすことで安全・安心の確保に努めます。
　また今期も、高温多湿の中での園内作業時には、作
業員への適度な休憩と水分補給を励行し、併せて、作
業における危険度や安全対策措置の認識を共有し、
自らの安全意識の高揚を促すために緊急安全ミーティ
ングや作業機械操作研修を実施し、事故等の発生抑
制や安全管理の徹底を図りました。
　公園利用者への安全対策についても、挨拶運動等
により良好な関係を築き、作業への理解と協力をして
いただき、無事作業を進めることが出来ました。
・自主事業に関しては、新型コロナ感染予防対策とし
て近隣施設や市民に中止の理解をいただき2件を代替
実施しました。内1件は札幌市と協力し実施でき認可
保育園の方々に喜ばれました。
地域との交流を深め維持していくことは普段のコミュニ
ケーションが欠かせないことをコロナ禍の中において
改めて認識できました。
・間接的で微力ながら福祉施設利用者の就労継続支
援のお手伝いができていますので継続はもちろん、今
後も協働の形で進めていきます。

・今までの成果を踏まえ、合理的かつ効率的な維持管理
作業を追求します。特に安全に対しての標準はランク
アップし、危険予知、利用者への周知、明示を徹底しま
す。また、作業スタッフの安全確保と効率的な工程管理
により良好な緑地環境の維持に努めます。
・有料施設に関して、新型コロナ感染防止に協力いただ
き休止された利用者を呼び戻すこと、またリピーター確
保と新規利用者確保を図るため、広報とともにサービス
向上策を検討・実施していきます。
・自主事業については　新型コロナの影響を見極めなが
ら従来と違う形をとる代替措置や簡素化を図る中で、市
民の方々に参加してもらい幅広い世代の方に楽しんで
いただけるような企画を検討します。また収支面にも気
を配り継続できる様工夫していきます。
・施設・設備類の老朽化に伴う状況変化について常に把
握し、維持管理における細やかな点検・対応を継続して
いくともに、園内遊具・工作物等に関し利用者の目線に
立った巡回点検を行い、引き続き施設運営に支障を期
すことなく、また事故の発生が無いよう維持管理に努め
ていきます。
・広報活動もＷＥＢ・掲示板を利用するとともに各団体等
とも連絡を密にし公園利用の促進を図っていきます。
・東区土木部からの指導・協力をいただき尚一層よりよ
い維持管理及び運営に努めていきます。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項

本件の公園維持管理業務は、適切かつ良好に遂
行していた。またコロナ禍の中、1年間を通して公
園利用者や地域住民とのコミュニケーションを図
り業務従事者への安全・安心の配慮も行っている
ことなど施設設置目的の達成に寄与した。

利用者要望の把握や利用者への安全配慮を一層業務
に反映させ、今後とも、施設の老朽化に伴う状況変化
（特に子どもの利用が主となる遊具）について常に把握
し、より一層、公園利用者の安全・安心の確保に心掛け
てほしい。

  ・各条例に則り適切に対応

　・情報公開請求は該当案件なし

　・暴力団の排除の推進に関する条例に該当事例なし

　・オンブズマンによる実地調査等なし

【指定管理者の自己評価】

総合評価 来年度以降の重点取組事項

▽　安定経営能力の維持 適 不適
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